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学
校
給
食
で
は
、
ピ
ザ
ト
ー
ス

ト
や
フ
レ
ン
チ
ト
ー
ス
ト
な
ど
作

り
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
、
ち
ょ
っ

と
変
わ
っ
た
２
種
類
の
ト
ー
ス
ト

を
紹
介
し
ま
す
。
だ
れ
に
で
も
簡

単
に
で
き
る
の
で
、
休
日
の
朝
食

メ
ニ
ュ
ー
に
取
り
入
れ
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
。

　

ト
ー
ス
ト
に
ゆ
で
卵
と
お
好
み

の
サ
ラ
ダ
を
添
え
て
バ
ラ
ン
ス
よ

く
。

　

食
パ
ン
は
、
６
枚
切
り
で
す
。

１
・
ハ
ム
と
ア
ス
パ
ラ
の
ト
ー
ス
ト

（
材
料
） 

４
人
分

・
ハ
ム
（
薄
切
り
） 

８
枚

・
グ
リ
ー
ン
ア
ス
パ
ラ 

３
本

・
ピ
ザ
用
チ
ー
ズ 

１
０
０
ｇ

・
食
パ
ン 

４
枚

・
バ
タ
ー 

適
量

・
塩 

少
々

（
作
り
方
）

①
ハ
ム
は
細
切
り
に
し
、
ア
ス
パ

ラ
は
、
塩
少
々
を
加
え
た
熱
湯

　無数の島々と海からなるアース
シー。ここを舞台に描かれた『ゲド
戦記』シリーズ最新刊。並外れた魔
法の力をもつ主人公ゲドの波乱万丈
の生涯を軸にアースシー世界の光と
闇を描いた壮大な物語。

児童

中央公民館・松枝公民館・総合会館の図書室には、毎週新しい本が入ってきます。新着本は、ホームページの蔵書検索からご覧いただけます。

　

私
た
ち
の
仲
間
は
、
朗
読
講
座
か

ら
サ
ー
ク
ル
活
動
へ
と
移
り
ま
し
た
。

「
’　
」
と
あ
る
の
は
、
サ
ー
ク
ル
と

９９
し
て
発
足
し
た
年
で
す
。

　

月
３
回
を
目
安
に
し
て
、
火
曜
日

の
夜
活
動
し
て
い
ま
す
。
み
ん
な
そ

れ
ぞ
れ
個
性
豊
か
な
人
の
集
ま
り
で
、

カ
タ
リ 
口 
に
も
癖
が
表
れ
て
、
美
し

く
ち

い
カ
タ
リ
を
す
る
の
に
四
苦
八
苦
し

な
が
ら
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
時
に
は

脱
線
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
何

故
か
そ
の
日
を
忘
れ
ず
出
か
け
て
行

く
私
た
ち
で
す
。

　

是
非
仲
間
に
加
わ
っ
て
み
ま
せ
ん

か
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
活
動
日
】
火
曜
日
（
毎
月
３
回
）

　
　
　
　
 
午
後
７
時　

分
〜
９
時

３０

　

分
３０

【
場　

所
】
中
央
公
民
館

【
連
絡
先
】
田
代　

森　

林
子
宅

　
　
　
　

�
３
８
７
・
４
７
９
８

２種類のトースト

　　美しいカタリを…　朗読サークル
　ＫＡＴＡＲＩ－９９’

で
茹
で
斜
め
薄
切
り
に
す
る
。

②
パ
ン
の
片
面
に
バ
タ
ー
を
薄
く

ぬ
り
、
①
を
等
分
に
の
せ
て

チ
ー
ズ
を
散
ら
し
、
オ
ー
ブ
ン

ト
ー
ス
タ
ー
に
入
れ
て
４
〜
５

分
間
焼
く
。

―
・
―
・
―
・
―
・
―
・
―
・
―

２
・
ツ
ナ
と
貝
割
れ
菜
の
ト
ー
ス
ト

（
材
料
） 

４
人
分

・
ツ
ナ
（
オ
イ
ル
漬
け
） 

１
缶

・
貝
割
れ
菜 

１
パ
ッ
ク

・
マ
ヨ
ネ
ー
ズ 

大
さ
じ
４

・
食
パ
ン 

４
枚

・
バ
タ
ー 

適
量

・
塩
・
胡
椒 

少
々

（
作
り
方
）

①
ツ
ナ
は
缶
汁
を
き
り
、
あ
ら
め

に
ほ
ぐ
す
。
貝
割
れ
菜
は
根
を

切
り
、
長
さ
を
半
分
に
切
る
。

②
ツ
ナ
と
貝
割
れ
菜
を
合
わ
せ
て
、

マ
ヨ
ネ
ー
ズ
、
塩
、
胡
椒
少
々

で
あ
え
る
。

③
パ
ン
の
片
面
に
薄
く
バ
タ
ー
を

ぬ
り
、
②
を
等
分
に
の
せ
る
。

オ
ー
ブ
ン
ト
ー
ス
タ
ー
に
入
れ
、

パ
ン
の
周
り
が
こ
ん
が
り
す
る

ま
で
４
〜
５
分
焼
く
。

ゲド戦記外伝

　ママがもうすぐ仕事から帰ってく
る！お店を出て、駅について、電車に
乗って。そのころ家ではパパが大忙し。
　一日の終わり、みんなが笑顔で食卓
にそろうまでを描いた新しい家族の絵
本。

ママがおうちに
かえってくる

　三村家には、様々な男たちが出入り
していた。男たちは少年たちに深い印
象を残して去って行く。やがて少年た
ちは、彼らとは違う男に成長していく。
芥川賞作家が長崎の大家族を舞台に描
く渾身の力作。
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ガ
ツ
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発
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著
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ウ
ィ
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岩
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店


